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  1 緒   言
 昭和34年 以後の好景気によって,国 民各個人の所得
は大 巾に増大している。 このような所得の伸びに伴っ
て国民の生活消費の状態は確iかに最近向上のあと目覚
ましい事は第一報 で食生活の側面 よ り報告 した。0般
に国民生活の地域格差については消費生活 の フ ロ ウ
(消費支 出)と ス トヅク(個人資産及び社会資産)並 び
にパ タン(消費 の型)(等 よ り分析 されているが著者等
は消 費支 出,消 費者物価,食 料費支 出構成比及び肉類
乳卵類の支 出率等の側面 よ り消費 の地域格差を分析し
その特徴並びに年次的推移を考察 したので報告する。
  π 対象及び方法
 i 総理府統計局調査対象都市の27都 市
 ii期間は昭和30年 ～36年,37年 上半期(1～6月 平均)
 iii消 費支 出額は昭和35年 度全都市平均消費支出総
   額を100と した比率 で表わ した。
  皿 分析結果及び考察
 (1)消 費支出の地域格差
 消費支出総額を食費(外 食費を除 く),住 居費(家
具,什 器を除 く)及 び光熱費等,生 活に基本的に必要
とされる基礎消費支出とその他選択的に随意に支出さ
れ る随意消費支 出に分けて消費内容か ら消費の地域格
差を分析 した。その結果は第1表 及び第1図 の如 くで
あ る。第1表 よ り昭和36年 度では一世帯当 り一 ヵ月間
の消費支出総額は最高 の東京が41,435円 で132.4°oを
示し,最 低は都城の2ユ,242円 で67.9°oとな り,そ の間
の極差は64.5°o,標 準偏差は16.2°o,変 化係数は0.ユ6
となっている。更に年次的格差変動は36/30年 度 では
+6・1ポ イン トとな り,消 費支出総額の地域格差は拡
大の方 向にある。基u消 費支出では最高東京の18,.730
円で67・1%と な り最低は11,406円,36.4%の 都城で,
極差は30.5%,標 準偏差は16.8°0,変 化係数は0.13で
か な り格差は認め られ るが,消 費支出総額の極差 より
縮少している。 これは生活生活の基礎的部分に於てこ
の地域格差が少ない事を示しているものと 考 え られ
る。次に随意消費支 出では,最 高が東京の22,562円 で
72.1°o最 低 が 都 城 とな り9,838円,31.4°oを 示し,極
差 は40.7°o.標 準偏 差 は9.1%,変 化係 数は0.18°oで
あ る。
第1図 消費支出の地域格差変動





第1表 消費支出の地域差 (27都 市平 均=100)
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註 基礎消費支出一食料費(除 外食費)+光 熱費+住 居費(除 家具什器費)
  随意消費支出e支 出総額一基礎消費支出
備考 1 総理府統計局 「家副調査年報」より算出
   2 消費支出は昭和35年度全都市平均を100として割合で表現した。
 又36/30年 度の格差変動ぽ十3.3ポ イン トとなってい
る。








基礎消費支 出の実質的水準が地域に よ り異なる為であ
るが,地 域にょる気候,習 慣等や消費老物価に も起因
しているものと考え られ る。従って北海道,東 北地方
等の寒冷地方に於いては光熱費の支 出が多 く,そ のた
めに基礎消費支出が相対的に高い。又これに反して中
国,四 国,九 州地方では基礎消費支 出が相対的に高い
が,物 価の高い事が基礎消費支出を更に高 くしている
ものと推察 され る。



























































第 2 表 食  料  費  の  支出  構  成  比
消 費 '支 出
1『
食 料 費





















































































































































































































































































































































































































エ ン ゲ ル 係 数
30年 31  32  33   34   35   36    37
穀 類 費

















































































































































































































































































































































































































































































































そ の 他 の 食 料 費




































































































































































































































ノe ン  類(穀 類=誤100)
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肉 類(そ の他の食料=10a) 乳 卵 類(そ の他の食料 一100)























































































































































































































































































































'T.7  8.5  9.6
11.1  11.7  13.0
9.5  10.1  11.7
7.9   9.6  10.0
8.5  8.6  9.2































































































































高は松本106.4,0で 次いで千葉,大 阪,東 京等の大都
市が割高であ るのに対 して最低は帯広103.5%,長 崎・
103.4°o,松 阪1102.6°oと なってお り,最 高と最低の
極差は,3.8°oで 地方都市が割安の現象を 示 し て い
る。終戦直後のよ うに食料のヤミ値が高 く食料生 産地
に近い地方都市と東京,大 阪等の大都市間に食料消費










 基礎消費の うち一世帯当 り一 ヵ月間の支 出率は第2
表の如 く36年度の食料費の支出率1ま全都市平均で13,8
42円 で44.2°o,エ ンゲル係数は40.3%と な り,東 京の
15.766円,56.8%,エ ンゲル係数38%を 最高に名古屋
札幌,大 阪,横 浜等の大都市が割高を示しているが,
中国,四 国地方は低 くな り最低は者ll城とな り9,851円
で31.5%を 示し,エ ンゲル係数は46.4%と なってい
る。又 エンゲル係数では光熱費支 出の高い北海道が低
率を示し,最 高は都城 とな り,近 畿を除き四国,九 州
へ と高率を示し,所 得の高 さに反比例しているが,こ
れに反 して横浜,名 古屋,京 都,大 阪等の大都市は全
都市平均40・3%よ り割高を示し,36/30年 度の地域格
差は9・7/5.4%と な り縮少 している。次に食料費中の
比較的高級食品を含む 「その他の食料費」をみると39
年度では40・jo/の大阪が最高で,次 に東京等の六大都












 品 目別に食料消費の内容一一 生活の近代化の一つの
形態であ る洋風化の指票 としてのパ ン類,肉 類及び乳
卵類の支出を第3表 よ りみれば,パ ン類 ではi<11戸を最
高に東京,横 浜,千 葉 等の大都市の消費率が高 く穀類
の場合と逆の現象を示している。肉類では京 祁,大 阪
神戸等の関西地方の支 出率が高 く,36年 度では16%の
神戸を最高に六大都市並びに大E,奈 良,福 岡の諸都
市は全都市平均10.7%を 上 回ってお り,福 岡を除いた
九州,四 国,中 国,東 海,東 北の諸都市では低く,最
低は高崎の5.7%と な り,そ の極差は10.3%と なって
いる。これに反 して乳卵類の支 出率は関東が高 くユ4.2
%の 東京が最高 とな り,肉 類の場合 と同様に六大都市
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も割高を示してい る。又北海道,仙 台,千 葉,大 津,
福岡等の都市は平均を上回 り6.7%の 都城が最低でそ




 次に36/30年 度の支出伸長率を第3図 よ りみれば,
横浜,京 都を除いた六大都市では21%で 全都市平均の
19.1%を 上回っている。又長崎,鳥 取,奈 良等も割高
を示し,四 国,北 陸では低 くなってい る。これに反 し
て乳卵類の伸長率の分布は肉類 とは異な り,六 大都市
よ りむ しろ九州,四 国地方並びに北陸の諸都市が高 く
なっている。以上を考察すれば,食 生活の地域差は輸
送機関S保 存設備の発達によ り漸次な くな りつっあ る





 最近6ヵ 月間の消費支 出の地域格差変動は前述の通
りであるが,単 に支 出金額に基 いて消費生活の如何を
述べる事は困難であるが,地 域的条件等を加味して,




ることは大部分は所得に関係 してい るが,雑 費(教 育
・文化費) ,外 食費の格差の大 小に起因しているもの
と考え られ,一 般的には国民生 活の向上及び食生活の
形態の変化を物語 り,エ ンゲル係数 よ り更にこの事実
は立証できる。いまだ食生活にかな り大 きな地域格差
が認め られることは家庭経済 として考慮すべき問題点
である。
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